
（様式第２号） №1 

守口市地域福祉推進基金活動助成金交付申請に係るヒアリング書類 

 

団体・個人名：  守口〇〇交流会                 

 

代表者名（団体の場合）：  守口 太郎               

 

１．団体について 

団体会員数 15名 

年間活動回数 １回 

事業ごとの 

活動参加者数と 

事業内容 

〇〇について理解を深める研修を年に１回開催 

参加者は 20名程度 

 

※どのような事業に何名程度参加されたか具体的に記載してくだ

さい。 

※ 過去の事業内容が確認できる資料・写真等を添付して下さい。 

 

２．今回申請を行う事業について 

助成金の申請理由を記載してください。 

市民の方々に〇〇について理解を深めていただくために、〇〇に関する研修会を開催

します。この研修を通じて〇〇についての理解が広がることで、誰もが暮らしやすい

守口市になっていくことを目指したいです。また、市民の方と直接関わることで今後

の活動を発展させていきたいと考えているため申請しました。 

 

 

今回の助成金が不交付であった場合、事業の実施はどうするか記載してください。 

 

不交付であっても自己負担金で開催したいと考えています。 

 

今回、申請された事業の補助等の申請（当助成金事業に関わらず）は何回目ですか。 

 

初めて 

 

過去実施したすべての事業で助成金等を公的機関等から受けておられますか。 

 

受けていません 

 

※過去の事業で助成金等を受けている場合は、事業内容が詳しく記載された事業報告書

や写真等のコピーを添付して下さい。 

見本 
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活動の周知方法について、該当するものに☑および記載してください。 

☑市広報誌への掲載希望 

☑ポスターの掲示⇒（掲示場所：△△地区の集会所               ） 

☑ちらしの配布⇒（配布対象：△△地区の地域住民へ配布予定          ） 

□看板の設置⇒（設置場所：                         ） 

□SNSで発信 

□その他⇒（                                ） 

 

 

前回の事業または、今までの事業と今回の事業の違いについてお聞きします。 

 

今年度は研修の後に参加者同士の交流会を行います。 

参加者同士の交流を行うことでそれぞれの持つ情報が共有でき、さらに〇〇に対する

理解が深まると考えています。 

 

 

 

 

参加料等の徴収（無料・有料等）理由についてお聞きします。 

 

参加者に持ち帰っていただけるテキストについて、１人 500円を徴収します。 

 

 

 

 

 

 

今後の団体活動の方向性についてお聞きします。 

 

参加者が今回の研修および交流会で得た知識を、更に市民の方々に広めていけるよう

な企画を考えて〇〇の理解・普及に貢献したいと考えています。 

 

 

 

 

 


